
 

 

 

 

 

 

 

日時：令和８年５月 9 日 午後１時から 

場所：益田市元町 11-26 市民学習センター多目的ホール 

 

第１号議案 令和７年度事業報告について・・・・・・P １ 

第２号議案 令和７年度収支決算について・・・・・・P ７ 

第３号議案 規約改正について・・・・・・・・・・・P１２ 

第４号議案 役員案について・・・・・・・・・・・・P１３ 

第５号議案 まちづくりプランについて・・・・・・・P１４ 

第６号議案 第２期５カ年計画について・・・・・・・P１５ 

第７号議案 令和８年度活動計画について・・・・・・P１９ 

第８号議案 令和８年度予算について・・・・・・・・P２２ 

 

  

【お問合せ先】 

吉田地区自治協議会 

〒698-0033 益田市元町-11-26 吉田公民館内 

電 話：０８０－８０４０－２０６０ 

メール：yoshidajichi@kba.biglobe.ne.jp 

令和８年度吉田地区自治協議会総会 
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第１号議案 令和７年度事業報告について 

 

令和７年度 安心安全なまちづくり部会事業報告書（防災班） 

 

報 告 日 令和８年３月３１日 

報告責任者 部 長 水津 雅夫 

                                   副部長 檜谷 邦茂  

 

1. 報告期間 ：令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで 

 

２．運営委員 ：前田義幸、廣兼義明、大賀 進、豊田 茂、牧原直也、福原信二、岩本キミ子 

渡邉光男、檜谷邦茂、水津雅夫                （計１０名） 

オブザーバー：益田市社会福祉協議会 地域福祉課 田村めぐみ         （敬称略）  

 

３．事業概要 

・運営委員会開催 ３回 

① 5/17（土） ・第１回吉田地区防災協議会の内容について 

②    9/20（土） ・第２回吉田地区防災協議会「吉田地区防災訓練」の内容について 

③ 2/29（土）  ・第３回吉田地区防災協議会の内容について 

   ・次期５カ年計画及び来年度活動計画について 

   

・事業活動の成果及び効果 

   〇吉田地区防災協議会の開催 ３回 

① 6/8（土）  ・第１回吉田地区防災協議会開催 

内 容：防災研修「福祉避難所について」 

講 師：社会福祉法人梅寿会 自然災害対策委員会 

    委員長 小松 智基 氏 

参加者：１９自治会より２０名 

 

② 11/19（土） ・第２回吉田地区防災協議会開催 

内 容：吉田地区防災訓練 

参加者：１６自治会より２４名、一般参加者４１名 

 

③ 3/２１（土）・第３回吉田地区防災協議会開催 

内 容： 「吉田地区防災装備品整備計画」作成に向けて協議 

参加者：１５自治会より１８名 
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令和７年度 安心安全なまちづくり部会事業報告書（安全班） 

 

報 告 日 令和８年 ３月３１日  

報告責任者 部 長 水津 雅夫                                            

副部長 川﨑 審爾 

 

1. 報告期間：令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで 

 

2. 運営委員：前田義幸、廣兼義明、三輪正人、兼子史寛（益田中学校校長）、 

寺井文子（吉田小学校 PTA）、（吉田南小学校 PTA）、川﨑審爾、水津雅夫     

（計８名 敬称略） 

３．事業概要 

・運営委員会開催 ２回 

① 9/20（土） ・ 「吉田の見守り Eye」５月実施報告、令和７年度活動計画について 

        ・次期組織体制について 

② 12/20（土）   ・ 「吉田の見守り Eye」１０月実施報告 

・通学路危険箇所改善の要望について 

 

・事業活動の成果及び効果 

〇「吉田の見守り Eye」説明会と実施について 

① 4/12（土） ・令和７年度通学路見守り活動「吉田の見守り Eye」の説明会 

・出席者：２0 名（自治会１9 名、益田中学校校長） 

② 5/12～16  （基準日 14 日）  第１回「吉田の見守り Eye」実施 （参加者：２６６名） 

③ 10/14～17  (基準日 16 日）  第２回「吉田の見守り Eye」実施 （参加者：２００名） 

④  1/15（木） ・吉田地区連合自治会と連名で「通学路の危険個所改善に関する要望書を、

    益田市と益田警察署へ提出  
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令和７年度 歴史文化を活かしたにぎわいづくり部会事業報告書（にぎわい班） 

 

                           報 告 日 令和８年 ３月３１日                     

報告責任者  部 長 廣兼 義明 

 

１． 報告期間：令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで 

２． 運営委員 : 大久保 稔、永見勇大、谷上元織、樋野あゆみ、吉田仁美、林 弘幸、廣兼義明 

              (計７名 敬称略） 

３. 事業概要 

  ・小中高生放課後支援活動（ヨシダリーダーズ） 

子ども同士の話合いや意見交換など、子ども中心で進めていくことを土台にして活動内容を

決定していった。活動の内容を分けると大きく以下の４項目。 

 

① 体験活動系《マナビラボ》 

・子どもが体験してみたいこと、または大人が体験させたいことについて体験活動を行う 

② 実現したいチャレンジ系《ミライプロジェクト》 

・子どもたちがチャレンジしたいこと、実現したいことを計画をもとに実行していく 

③ 視察系《リーダーズツアー》 

・地域外、市外、県外と、さまざまな場所に出かけ交流する 

④ 地域を盛り上げる系《リーダーズツアー》 

・地域からのオファーに応えたり、課題解決のための活動を行ったりする 

 

・事業活動の成果及び効果  

① 4/29（火）  リーダーズ会議 

・令和７年度活動計画 

・リーダーズキャンプの内容について検討 

② 5/11（日） リーダーズ会議 

・リーダーズキャンプの内容について検討 

・作曲・作詞のイメージづくり 参加者：大人 6 名、子ども 6 名 

③ ６/7（土） リーダーズキャンプ実施《マナビラボ》 

場所：美都自然の森 参加者：子ども９名、大人５名 

④ 6/29（日） リーダーズ会議 

・ 「リーダーズカクテル」の試作 参加者：大人３名、子ども７名 

⑤ 9/16（火） リーダーズ会議 

・大正大学との交流会の内容について検討 

参加者：大人 6 名、子ども 6 名 

⑥ 10/2（木） 大正大学との交流会《ミライプロジェクト・マチコラ》 

         ・大正大学生とのコラボ企画について打ち合わせ、販売品の試作 

         場所：ユタラボ 

         参加者：子ども６名、大学生９名、大人５名 

⑦ 10/13（日） 大学生とのコラボ企画《ミライプロジェクト・マチコラ》 

         内 容：市民運動公園イベント「スポまる」へ出店 

参加者：子ども７名、大正大学生９名、大人４名 
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⑧ 12/22（月） リーダーズ会議 

       ・朝市開催について協議 参加者：大人３名、子ども３名 

⑨ １/17（土）  朝市開催《ミライプロジェクト》 

・ 「わいわい広場」へ出店 

場 所：市役所前広場 

参加者：子ども８名、大人５名、来場者約６０名 

⑩ ２/15（日） 職場体験《マナビラボ》 

場 所：さんさん牧場 

参加者：大人 5 名、子ども 6 名 

⑪ ３/22（日） リーダーズキャンプ《マナビラボ》 

場 所：田万川キャンプ場 

参加者：子ども６名、大人５名 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民運動公園「スポまる」へ出店 市役所前「わいわい広場」へ出店 

職場体験「さんさん牧場」 
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令和７年度 歴史文化を活かしたにぎわいづくり部会事業報告書（歴史文化班） 

 

                           報 告 日 令和８年 ３月３１日                     

報告責任者  部 長 廣兼 義明 

 

１．報告期間：令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで 

 

２. 運営委員 : 大久保 稔、狩野隆夫、狩野佳子、林 弘幸、前田義幸、廣兼義明  

(計 6 名 敬称略） 

 

３. 事業概要 

  ・運営委員会開催   ３回     

① 9/27（土）  ・次期組織体制について 

      ・令和８～９年度の活動テーマについて 

② 12/6 （土）   ・次期５カ年計画案について 

③ 2/14（土）    ・令和８年度歴史茶話会のテーマについて 

 

・事業活動の成果及び効果   

   〇歴史茶話会   4 回 テーマ：産業 まちににぎわいをもたらしたもの           

① 6/14（土） 第１回「鉱業 都茂丸山鉱山」 （参加者：１９名） 

② 9/27（土） 第２回「漁業 日本海と高津川のめぐみ」 （参加者：１４名） 

③ 12/6 （土） 第３回「林業 匹見の富、広葉樹林」（参加者：１１名） 

④ 2/14（土） 第４回「繊維製造業 木質原料を用いた繊維の製造」（参加者：１１名） 
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令和７年度 健康なまちづくり部会事業報告書（ウオーキング班・健康支援班） 

   

                          報 告 日 令和８年 ３月３１日                

報告責任者  部 長 吉村 和人 

 副部長   吉永 美紀江 

 

1. 報告期間 令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで 

2. 運営委員 :  川崎審爾、中山景子、沖  操、前田義幸、吉本寿子、吉永美紀江、吉村和人 

                        (計７名 敬称略) 

 

３. 事業概要 

  ・運営委員会開催   ４回  

  ・運営委員会協議事項 

① 4/9(木)  令和７年度活動計画について 

② 5/22(木)     令和７年度活動内容の詳細決定 

                             組織編制に伴う今後の健康部会の在り方について協議 

③  9/4 (木)   健康教室（6/22）の振り返り 

 健康ウォーキン（11 月 9 日）の実施について 

「雪舟さんを訪ねて」ウォーキングコース作成について 

組織再編に伴う今後の健康部会の在り方について 

④ 3/11（水）令和７年度の振り返り、５カ年計画の総括 

令和８年からの組織再編について 

 

４. 事業活動の成果及び効果 

   〇健康教室班 

➀ 6/22(土)  「自分の足で歩き続けるための健康体操」(参加者：１９名) 
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事業収支の部 08.3.31 吉田地区自治協議会　　　Ｎｏ1

科　　　　　　　　　目 予算額⓵ 決算額② 増減額③=②-①

②の内自己
資金  収支額

④

②及び④の内訳

Ⅰ 事業収入

　1．交付金等収益 1,015,000 1,015,000 0 215,000

　　　　活動交付金収入 800,000 800,000 0 0 R7年度

　　　　特別活動補助金収入 0 0 0 0 R7年度特別活動補助金

　　　　その他助成金収入 215,000 215,000 0 215,000 放課後支援事業補助金外１件

　　　　その他補助金収入 0 0 0 0 連携のまちづくり補助金

　２．寄付金収入 0 9,694 9,694 9,694

　　　　会員寄附金収入 0 9,694 9,694 9,694

　　　　賛助会員寄附金収入 0 0 0 0

　３．雑収益 0 106,521 106,521 106,521

　　　　利息雑収入 0 106,521 106,521 106,521 リーダーズ会費等・印刷代・切手等売却代等

. .

収入合計 1,015,000 1,131,215 116,215 331,215

Ⅱ 事業費支出

　１．安心安全部会支出 150,000 141,643 -8,357 0

　　　　防災班支出 100,000 117,471 17,471 0 防災協議会３回・ヘルメット・避難訓練

　　　　安全班支出 50,000 24,172 -25,828 0 春・秋のみまもりEYE・安全マップ

　２．歴文・にぎわい部会支出 295,000 316,524 21,524 231,150

　　　　にぎわい班支出 245,000 284,107 39,107 231,150 リーダーズ活動費

　　　　歴史文化班支出 50,000 32,417 -17,583 0 茶話会4回開催

　3．健康まちづくり部会支出 30,000 16,382 -13,618 0

　　　　ウォーキング班支出 16,000 0 -16,000 0 健康ウォーキング中止

　　　　支援班支出 14,000 16,382 2,382 0 健康教室2回開催

　4．事業用資産購入費 0 0 0 0

　　　　事業用資産購入費 0 0 0

事業支出計 475,000 474,549 -451 231,150

Ⅲ 管理費支出

　１．人件費支出 237,000 198,519 -38,481 12,600

　　　　役員手当 106,000 96,000 -10,000 6,000 役員8名・監査2名

　　　　運営委員報酬 125,000 95,000 -30,000 0 19名

　　　　福利厚生費 6,000 7,519 1,519 6,600 傷害保険

　２．一般管理費 303,000 463,095 160,095 92,413

　　　　旅費交通費 0 0 0 0

70,000 66,048 -3,952 0 携帯通話料・切手葉書

130,000 95,453 -34,547 0 お便り印刷・トナー等

　　　　事務消耗品費 50,000 16,763 -33,237 2,093 コピー用紙外

　　　　事務用備品費 0 227,370 227,370 52,055 印刷機修理代・ノートパソコン

         会議費 8,000 3,206 -4,794 0 会議用資料・お茶代

　　　　雑費 45,000 54,255 9,255 38,265 Wifi使用料等

540,000 661,614 121,614 105,013

1,015,000 1,136,163 121,163 336,163

　当期活動収支差額 0 -4,948 -4,948 -4,948

Ⅳ 　前期繰越活動差額 317,183 317,183 0 317,183

Ⅴ 　次期繰越活動差額 317,183 312,235 -4,948 312,235

         印刷費

管理費支出計

事業費管理費合計

第２号議案・令和７年度決算について

事　業 収 支 及 び 資 産 増 減 決　算　書

　自)令和　　7 年　　４月　  １日

　至)令和　　8 年　　３月　３１日

         通信費
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. 資産負債増減の部 吉田地区自治協議会　　　Ｎｏ2

科　　　　　　　　　目 予算額⓵ 決算額② 増減額③=②-①

②の内自己
資金  収支額

④

②及び④の内訳

Ⅵ 　１．資産増加額 0 188,314 188,314 0

　　　　前払費用増加額 0 1,314 1,314 0 棚卸資産増加額

　　　　建物増加額 0 0 0 0 防災倉庫建設費

　　　　備品増加額 0 187,000 187,000 0 ノートパソコン購入費

　　　　棚卸資産増加額 0 0 0

　２．負債減少額 0 698 698 0

　　　　未払金減少額 0 698 698 0 携帯使用料減少額

　　　　　　　減少額 0 0 0 0

　　　　棚卸資産減少額 0 0 0 0

資産増加額負債減少額合計 0 189,012 189,012 0

Ⅶ 　１．資産減少額額 0 602,016 602,016 0

　　　　減価償却額 0 602,016 602,016 0 建物・備品

　　　　資産処分額 0 0 0 0

　２．負債増加額 0 0 0 0

　　　　未払金増加額 0 0 0 0

　　　　　　　増加額 0 0 0 0

0 602,016 602,016 0

　当期資産負債増減額 0 -413,004 -413,004 0

　前期繰越資産負債増減額 2,725,611 2,725,611 0 0

Ⅷ 　次期繰越資産負債増減額 2,725,611 2,312,607 -413,004 0

Ⅸ 正味財産増減充当額Ⅷ+Ⅴ 3,042,794 2,624,842 -417,952

資産減少額負債増加額合計
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。
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計
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.
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収
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預
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０
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第３号議案 規約改正について 

 

 

改正前 改正後

Ｐ2   第３章　会議

①総会

②役員会

③部会

①総会

②役員会

③運営委員会

・副会長１名 =役員の互選による者を総会において推薦し承認を得るものとす

る。

・	副会長(部長兼務）　　　３名 ・	リーダー　　各グループ１名

・	副部長　　　若干名 ・サブリーダー（各グループで必要な場合）

P3

（役員の選出方法及び任

期）会長の選考

会長は、役員会と各部会の運営委員との合同会議において会員の中か

ら会長候補者を選考

会長は、役員の互選による者を総会において推薦し承認を得るものとする。

※役員・運営委員合同会議では選考しない

P4

第６章

運営委員会

部会

・安心安全なまちづくり部会

・歴史文化を活かしたにぎわいづくり部会

・健康なまちづくり部会

運営委員会

　

　

　・つながりグループ…課題グループの育成、廃止のための

　　管理グループ

グループ

運営委員が計画した部会の活動に参加することができる。

会員（＝住民）は、部会以外の、新たな地域課題解決に取り組む

ことができない

※５年間は新たな課題に取り組むことが難しい

運営委員が計画したグループの活動に参加することができる。

会員（＝住民）は、運営委員になる（推薦、公募）ことにより新たな地域課題解

決に取り組むことができる。

※新たな地域課題が浮上した場合、まずはつながりグループで取り組むことがで

きる。⇒その後必要であれば課題グループになる可能性もあり。

P3　第５章　役員会

規約の主な変更点について

・課題グループ

吉田地区の課題解決

・防災グループ

・安全グループ

・歴史文化グループ

会員（＝住民）が自治組織に参画しやすくなった
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第４号議案 役員案について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

役　職　名 役員名

会　長 前田　義幸

副会長 檜谷　邦茂

防災グループ　リーダー 水津　雅夫

防災グループ　サブリーダー 檜谷　邦茂

防災グループ　サブリーダー 大賀　　進

安全グループ　リーダー 川﨑　審爾

安全グループ　サブリーダー 三輪　正人

歴史文化グループ　リーダー 前田　義幸

歴史文化グループ　サブリーダー 廣兼　義明

つながりグループ　リーダー 前田　義幸

つながりグループ　サブリーダー 檜谷　邦茂

事務局長 池田　由岐夫

監　事 上ヶ山　慶市

監　事 片野　陽子
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第５号議案 まちづくりプランについて 

（１）めざす将来像 

吉田地区内で伝承される伝統・文化を尊び、自然に親しみ、健康で安全な、心のふ
れあう、明るく、より住みよい社会の構築をめざす。 

 

 

（２）まちづくりのテーマ 

“元気いっぱいひとがつながるまち吉田“ 

 

（３）まちづくり三本の柱 

１．安心安全なまちづくり 

安心安全なまちづくりを目指して、地域防災力の向上及び地域安全活動を進める。

具体的には、地域防災力の向上を目指して自主防災組織の設立促進、防災組織の技

術向上、防災組織間の協力を推進する。 

 

地域安全活動を進めるため、各種安全活動グループの活動状況を把握し、その活

動内容の周知に努めるとともにグループ間のネットワーク構築に寄与する。 

 

２．歴史文化を活かしたにぎわいづくり 
 

吉田地区の歴史や文化を活かし、人々の心がふれあう明るいまちづくりをめざす。 
 
吉田地区の歴史や文化を探り記録に残す活動や、歴史文化を活かした各種イベン

トをすることにより、人と人との交流が活発になるように努める。 
 

３．健康なまちづくり 

行政及び吉田地域の健康関連団体が協働し、運動の推進・食生活の改善・社会参
加等を通じて健康寿命を延伸し、子供から大人まで元気で暮らせるまちづくりを進
める。 

 
具体的には、ライフスタイルに寄り添い、“場”の選択肢を増やすと共に、地域の

健康関連団体の活動内容を共有し、健康意識を高めることに努める。 
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第６号議案 第２期５カ年計画について 

〇防災グループ 

 

 

 

 

 

 

【活動の取組み時期】

事業名 短期（1年目） 長期（４～５年）

1.防災協議会

2.防災装備品整備

3.防災訓練支援

【取り組み】
1.吉田地区内での自主防災組織の結成を促し、防災知識の向上を図る。このため年
３回の防災協議会を開催する。

2.吉田地区内の防災力向上を図るため自主防災組織・自治会と協力して防災装備
品の整備を行う。

3.必要に応じて自主防災組織・自治会の防災訓練を支援する。

中期（2～３年）

【目指すべき将来像】
吉田地区内の自主防災組織・自治会を基盤とした防災力の向上を図り、地区の災害

による被害の緩和を及び再建に貢献する。

【関連団体】
益田市（危機管理課）、益田広域消防本部、益田市消防団第２分団、
益田市社会福祉協議会、社会福祉法人梅寿会
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〇安全グループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動の取組み時期】

事業名 短期（1年目） 長期（４～５年）

吉田の見守りEye

特殊詐欺対応

その他安全活動

【取り組み】
吉田地区住民の安全にかかわる活動を順次拡充して地区の安全の向上を図る。

1.児童生徒の通学の安全向上のため「吉田の見守りEye」を実施する。

2.特殊詐欺から被害を減少させるため知識向上を図る。

3.その他安全にかかわる活動を推進していく。

中期（2～３年）

【目指すべき将来像】
安全を向上させ住みやすいまちを目指す。

【関連団体】
益田市（教育委員会）、益田警察署、益田市交通安全協会
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〇歴史文化グループ 

 

 

 

 

 

 

【活動の取組み時期】

事業名 短期（1年目） 長期（４～５年）

歴史茶話会・シンポジウム

民俗芸能実施・遺跡巡り

遺跡調査支援

【取り組み】
吉田を中心に益田の歴史文化を学びその価値を再認識する。

1.益田に残る遺跡とその時代背景、意義を認識するため歴史茶話会・シンポジウム
を実施する。

2.必要に応じて民俗芸能の実施、遺跡巡りなどを行う。

3.遺跡発掘を可能な範囲で支援する。

中期（2～３年）

【目指すべき将来像】
市民のアイデンティティを確立することを目指し、この地域の関係人口の増加に寄与
する。

【関連団体】
益田市（文化振興課）、島根県（文化財課）、雪舟の郷記念館、
益田市石見神楽神和会、れきしーな、ガイド友の会、益田市観光協会
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〇つながりグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動の取組み時期】

事業名 短期（1年目） 長期（４～５年）

ボランティア人材の募集

ボランティア活動の試行

【取り組み】
1.自治組織でボランティア活動を行う、行いたい人材を募集する。

2.ボランティア活動の試行を行う。

中期（2～３年）

【目指すべき将来像】
グループで活動を試行して課題グループに成長させる。

【関連団体】
特になし
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第７号議案 令和８年度活動計画について 

【防災グループ】 

１． 吉田地区防災協議会の開催 

第 1 回：防災訓練（レスキュー訓練の見学、起震車体験、防災動画視聴） 

６月１１日（木） １０時～  場所：益田広域消防本部 

 

第２回：普通救命訓練（認定証の発行） 

    １０月  場所：益田広域消防本部 

 

第３回：防災研修 

３月  場所：市民学習センター 多目的ホール 

 

２．「吉田地区防災装備品整備計画」の策定と実施 

本計画では、「まちづくり活動特別補助金」等の各種補助金を活用し、地域の防災力向上に必

要な防災装備品を整備することとしている。整備した装備品は、各自治会に貸与し、地域全体

で有効に活用できる体制を構築する方針である。 

 

【安全グループ】 

１． 通学路見守り活動「吉田の見守りアイ（眼・愛）」の継続 

 

第１回開催日：５月１１日～１５日（基準日：１３日） 

 

第２回開催日：１０月１９日～２３日（基準日：２１日） 

 

２． 「見守りアイ 安全マップ」の修正 

３． 特殊詐欺等被害防止活動の推進 

講習会「詐欺被害にあわないために」 

６月１７日（水）  １０時～  場所：市民学習センター 
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【歴史文化グループ】 

１． 歴史茶話会、講演会、シンポジウムの開催  

 

テーマ：石見益田から見る日本海交易 

 

６月：第１回歴史茶話会「益田家の交易ルート」を探る 

６月１３日（土）１０時～  場所：市民学習センター 

 

８月：第２回歴史茶話会「石造物が語る益田の日本海交易」 

８月 未定         場所：市民学習センター 

 

１０月：講演会「櫛代賀姫神社の神像とその時代背景」 

１０月１７日（土）     場所：グラントワ 多目的ギャラリー 

 

１２月：第３回歴史茶話会「益田平野の地形と港町の変遷」 

      １２月 未定       場所：市民学習センター 

 

 ２月：シンポジウム 「石見益田から見る日本海交易」 

２月１３日（土）     場所：グラントワ小ホール 

 

 

【つながりグループ】 

   １２月～１月  運営委員の公募 
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吉田地区自治協議会　令和８年度活動計画案

4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

防
　
災

防災

協議会

防災

協議会

防災

協議会

安
　
全

見守りアイ

説明会

見守りアイ

実施
詐欺防止

見守りアイ

実施

マップ

修正
要望提出

歴
史
文
化

茶話会 茶話会 講演会 茶話会
シンポジ

ウム

つ
な
が
り

事
務
局

役員会 総　会 全体会 役員会 全体会 役員会

運営委員の公募

ヨシダリーダーズ活動
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第８号議案 令和８年度予算案について 

事業収支の部

科　　　　　　　　　目 当年度予算額 前年度予算額 増減額

Ⅰ 事業収入

　1．交付金等収益 1,815,000 1,015,000 800,000

　　　　活動交付金収入 800,000 800,000

　　　　特別活動補助金収入 1,000,000 0 1,000,000

　　　　その他助成金収入 15,000 215,000 -200,000

　　　　その他補助金収入 0 0

　２．寄付金収入 0 0 0

　　　　会員寄附金収入 0 0 0

　　　　賛助会員寄附金収入 0 0 0

　３．雑収益 0 0 0

　　　　利息雑収入 0 0 0

収入合計 1,815,000 1,015,000 800,000

Ⅱ 事業費支出

１．防災グループ支出 110,000 100,000 10,000

　　　　防災グループ活動費 110,000 100,000 10,000

２．安全グループ支出 70,000 50,000 20,000

　　　　安全グループ活動費 70,000 50,000 20,000
３.歴史文化グループ支出 70,000 295,000 -225,000
　　　　歴史文化グループ活動費 70,000 50,000 20,000
　　　　にぎわい班活動費 0 245,000 -245,000
４.つながりグループ支出 70,000 30,000 40,000
　　　　つながりグループ活動費 70,000 0 70,000
5．健康まちづくり支出 30,000 -30,000

5．事業用資産購入費 1,000,000 0 1,000,000

　　　　事業用資産購入費 1,000,000 0 1,000,000

事業支出計 1,320,000 475,000 845,000

Ⅲ 管理費支出 0 0

　１．人件費支出 216,000 237,000 -21,000

　　　　役員手当 106,000 106,000 0

　　　　運営委員報酬 100,000 125,000 -25,000

　　　　福利厚生費 10,000 6,000 4,000

　２．一般管理費 349,000 303,000 46,000

　　　　旅費交通費 0 0 0

80,000 70,000 10,000

130,000 130,000 0

　　　　事務消耗品費 76,000 50,000 26,000

　　　　備品購入費 0 0 0

         会議費 8,000 8,000 0

　　　　雑費 55,000 45,000 10,000

管理費支出計 565,000 540,000 25,000

事業費合計 1,885,000 1,015,000 870,000

　当期活動収支差額 -70,000 0 -70,000

Ⅳ 　前期繰越活動差額 312,235 317,183 -4,948

Ⅴ 　次期繰越活動差額 242,235 317,183 -74,948

　至)令和　　9年　　３月　３１日

　　吉田地区自治協議会　　　Ｎｏ1

R8年度

小中高生放課後支援活動補助金外

事　業 収 支 及 び 資 産 増 減 予　算　書

　自)令和　　８ 年　　４月　  １日

防災訓練・防災会議の開催

課題グループの育成と管理

春秋の見守りEYE活動

歴史茶話会・講演会開催

         通信費 携帯・切手・ハガキ外

         印刷費 トナー・コピー代外

9名

約20名

傷害保険

お茶代

Wifi使用料外
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